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福岡工業大学情報工学部情報システム工学科の初年次必修科目として，社会的スキ

ルの緬養をねらう「フレッシュマンプログラム」を設置している。ここで言う社会的

スキルとは，自他の考え方や価値観の違いを認め，対人葛藤やストレス状況に遭遇し

たとしても相手や状況に応じて自己調整しながらその場に関わることができる態度

や能力である。本研究では，本科目の授業実践について紹介し，社会的スキルの育成

に有効であったかどうかという観点から教育内容を分析・評価した。その主な結果は

次の通りである。第一に，本科目の受講前後で，社会的スキル測定の指標とした

KiSS-18C菊池， 1988)の得点を比較したところ，受講前に比べて受講後の方が有意に

高く，本科目が社会的スキルの育成に有効であることが示唆された。第二に，受講前

のKiSS-18の得点によって三つの群に分けて得点の変化を比較したところ，得点の低

いないしは中程度の学生において特に伸びが大きいことが示され，本科目の実施内容

が，杜会的スキルが比較的低い学生にとって特に効果的であったことが分かった。第

3に，授業内容に関する学生の評価や感想、について検討したところ， Iストレス」や

「自己内対話」などの内面的な思考や感情に焦点を当てた授業内容，及び「偏愛コミ

ュニケーション」が，学生から高く評価されていることが分かった。

〔キーワード:社会的スキル，対人葛藤，自己理解，他者理解，対人コミュニケーション〕

1.問題と目的

現代社会においては，環境や技術の急速な変化，ものごとの複雑化，価値観の多様化の

中で，他者とコラボレーシJョンしながら新たな発想を生み出したりプロジェクトを遂行し

たりするためのコミュニケーション能力が，強く求められている(例えば，大石， 2011)。

また，大学での学びにおいても，他者と協働構成しながら問題解決したり，自他の個性や

考えの違いを認め合いすり合わせたりしながらアイデアを創造していくような授業実践

(例:PBL; Project Based Learning)がますます重要視されるようになってきている(河合塾，

2010)。

こうした状況の中で，大学での導入教育として，さまざまな形でコミュニケーション能

力の育成をねらう授業が注目を集めている。その内容は多岐にわたるが，初年次教育の段

階で行われている科目に着目してみると，リテラシーや情報伝達スキルのj函養が中心的な

要素である。例えば，グローパル化に対応するための外国語コミュニケーション力の育成

(野原・川本・日下部， 2008)，専門的なことがらを分かりやすく説明できるようなプレゼ

l福岡工業大学における科目名称である。
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ンテーション力の育成(麻生・吉武， 2006)，話し合いながら仕事を進めるための議論スキ

ノレの育成(中野・高原・梶原， 2009;牧野・永野， 2002)といったものである。

しかし，先述したようなグローパル社会で生き残り，活躍していくには， リテラシーや

情報伝達のスキルのみならず，自他の考え方や価値観の違いを認め，対人葛藤やストレス

状況に遭遇したとしても相手や状況に応じて自己調整しながらその場に関わることができ

る社会的スキルの掴養が不可欠である。特に，現代の学生たちは，人間関係の希薄化の中

で直接的な対人コミュニケーションの経験が少ないままに育ってきており，社会的スキル

が十分に身についていないとの指摘が多し¥(例えば，平津， 2009;三宮， 2008)。したがっ

て，大学の初年次教育の段階で，こうした社会的スキルを補強する科目を設計することに

は，大きな意義があると考えられる。

こうした問題意識の下に，福岡工業大学情報工学部情報システム工学科においては， 1 

年生前期の必修科目として「フレッシュマンプログラム」を開講している。この科目では，

15回の講義を通して，対人関係における苦手意識をなくし，社会的スキルを育成すること

をねらっている。主な特徴は，第一に，自分とはものの見方や考え方・価値観の異なる他

者と協働する場を学生に提供するために，毎回，組み合わせを変えながら，ベアワークや

グ、ループワークを行えるようにしていること，第二に，対人関係に苦手意識をもっ学生で

も楽しく取り組める課題を意識的に取り入れていることである。

社会的スキルの向上を目指す「社会的スキル・トレーニングJ(以下， SST)の研究や実

践については，これまでにも数多くの報告がある。ただしその多くは，不登校や攻撃性な

どの問題を抱えていたり，発達障害の子どもを対象にしたものである(例えば，佐藤・佐藤，

2006)。大学生を対象にした SSTについては，近年，社会的不適応の防止や自己啓発を目

的として実施され，その効果を検討する研究がいくらかある(例えば，栗林・中野， 2007)。

しかし，初年次の必修科目において，社会的スキルの育成に焦点を定めて設計された授業

実践を紹介したり，その教育効果について報告したものは，ほとんど見当たらない。

そこで本研究では，福岡工業大学情報工学部情報システム工学科における初年次必修科

目「フレッシュマンプログラム」の教育実践を紹介し，本科目が社会的スキルの育成に有

効であったかどうかという観点から教育内容を分析し，評価を行うことを目的とする。

2. rフレッシュマンプログラム」の目的と概要
本科目の主な目的は， I対人的な苦手意識をなくし，対人葛藤やストレスに遭遇しても

相手や状況に合わせて自己調整しながらその場に関わる態度や能力を体験的に習得させ

る」ことである。これに必要不可欠な基本的要素は，自己との対話・他者との対話を通し

て，一人ひとりの個性・価値観・考えなどの違いに気づき，それを認めることであると筆

者らは考えている。この考えの下に，本科目は，自己理解，他者理解，あるいは人間関係

についての理解を，三つの段階を踏みながら，徐々に深化させられるように設計した(表

1)。第 I期は，コミュニケーションのためのウォーミングアップと準備の段階であり，そ

の主な目的は，講義の意義を理解させ，対人的な緊張や不安を取り除くことである。第 11

期は，対人コミュニケーションの基本原理を理解し，自他の個性や特徴の違いを体感しそ

れを認めることの重要性を認識する段階であり，主な目的は，自他の行動やコミュニケー

ションの取り方に焦点を当てながら，自己理解と他者理解を進めることである。第 III期
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: 全 15問の講義の構成

回 テーマ(聞)ト間稼(0)1 主要な議緩や活動の内務

l欄2 司邑コミ ケーションを始める 社会が求める人材，コミ ケーションやセルフ

。社長与が求める人物像どコミュニケ 、ノ マネジメントの重要性についての議豪華ゾ童話愛マ

ョンの3りの長重要性を銀総ずる ップ(護軍話番， 2004)を用いたクラスメイトとのコミ

。初対言語の人と仲良くなるか7去を知り，ク ニケーション

ラスメイトとのコミュニケ ションを

始める

I 3・4 ヨ隠将来の夢をPT線化ずる イ滋イ波観や仕事に対する考え方が器:かれたカード

期 。?問主誌の喜多をはっきりと描くための殺備 を使ったやりたい}ど燃しのベアワ ク/f宝地
をする 図~ (主務[Jl， 2003) (やりたい と・欲しいもの・

なりたい姿などを書き出したり，それらの写爽を

長ょったりする)の作成

5 -研究室訪問 2の準綴 務究家訪問にI勾げて，礼儀やγ ナーについて議幾

。研究室訪問の数僚をする /グループで訪燃費十遜

6-7 制:コミュニケ シ丑ンの基本厳禁裏 手ド双詩情報〈表情，問線，距離)による感じ方の違

。 ミニzニケーシ沼ンの基本原発室ど「相手 いを体験するベプワ ク/言語情綴のみで正確

に分かりやすい伝え方jの基本的なルー に情報を伝えるグノレ…ブワーク

第
Jvをやぶ

E も・9
.コミュ ケーションの淡いを体感する 阪つのコミ ケーションスタイル〈最上， 2011) 

期
υ(コミ、 ユ ケーションの取り JJの遣いを にグループ分けし，グル ブ明会とに自分たちの
体惑し， I'l分の傾向やクセそI'l覚する 1コミュニケ ションの特徴Jや?動機づけそ謀議

ひ自分と違うスタイルの人の綴I討や特徴 めるポイント 1 :a:テー?とした イスカッシ翠
を知り，相手に合わせた湧まつり jJができ ン。綴し合った内診を媛造紙にまとめてクラス金

るようになる {体の露首で発表

10網11 聞セノレブマネジメント:ストレスコント口 ストレスに隠するグfレーブディスカッシ 3 ン。話
』ーノレ し合った内容を模造紙に 3まとめてクラス余体の

。ストレスの枚組みについて学て人自分の 前で発表/気がかり・ストレスj をリストアッ

状態が分かるようになる ブずる個人ワ ク

。ストレスとうまくっきあう方法な知る

12 -セルフマネジメント:内組IJの ミュニケ 外側のコミュコケ ション(自分が対外的に行な

シ沼ンを整理する っているコミュニケ ション)と内織のコミュニ

。然J絞織のうちに行っている「内織の 、、一、 ケーシ ン(自己内対昔話として行なっているコミ

こえ fr ションI安建設王墜して，感情 ノ、 ュニケ シ3 ン)の違いや自分が持っている枠組

トロ Jvができるようになるための後 みについての講義》及てJ11脳人ヅークとグル…ブデ

第
{議をする イスカッション

園
13 書研究室訪問の振り返り 災なる研究家会紡関したメンバ から主主るよfノレ

期
。グループの然関とともに研究家訪問に ヅ:a:っくり，研究援護訪問について五;ぃ;こ実施内
ついて互いに報告をしあい，受け絞り方の類 容， !議怒，印象などについて幸義務。さらに，共通

似燃や差異について認識する の体験，訪問班や研究笈による違い，側人による

受tt沈めかや受け取りゴゴの違いなどに いてデ
イスカッシ沼ン。気づいた-cを模造紙に3まとめ
てクラスヨ長体の読で発薮

14 箇セルブマキミジメント:境界と人馬関係 自分や他殺がちっている心理的・物淫的境界につ

。相手との線総合適切に保、，心地よい人 いて，講義， };えびグループディスカッション

関M係省ど作るためのトレー ングをす
る

15 -講義の振り返り 課題の根差出/振り返り潟のワークシ ト記入や

。15凶の講義を振り返る アンケ…トへの冨答

ャヲプ形成につながる人伎の目標設定惑と十る，②クラスメイトの過半数と知り合いになり，複数の教員との

ふれあい合経験する，@コミュニニケーシ宝ンの森本原理をま患終し，他者に分かりやすい伝えJJ:a:身につける，
③自分の偶数やコミュニケーシ諮ンの傾向を知り，他者との迷いを受け入れられるようになる，③課題への

チ…ムでの取り総みを通して，チームコミュニケーションカを，!iy，こつける。

2 綴究家訪問:ま，学科iこ広務している教員と交流することを通して，専門分野や研究について知ることやマナ

ーと敬絡についてき長銭的に学ぶことをお釣として設定されたものであり，具体的な内容としては，自分たち

白身で数民にアポイントメン卜を取り，グループで二つの研究室(教主要)惑と訪問して安教鈴から話を開くとい

うものマあった。
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は，対人コミュニケーションにおける葛藤やストレス場面について考えを深める段階であ

り，主な目的は，見えにくい内面的な思考や感情に焦点を当てながら，自己理解と他者理

解をさらに深め，自分に合った対人葛藤やストレスに対処する方法を習得することである。

なお，本科目において，次の二つを毎回の講義で行った。一つは， I偏愛コミュニケー

ション」である。これは，講義のアイスブレイクとして役立てると同時に，他者との会話

に慣れ，コミュニケーションが苦手な人にも，自己紹介をしたり自分を表現する機会を与

えることをねらって行ったものである。その方法は，クラスメイトとペアになり，作成し

た偏愛マップ(粛藤， 2004;紙に好きな食べ物・趣味・タレントなど，自分の好きなものを

キーワードとしてできるだけ具体的に書き出したもの)を交換して，互いにそれを見ながら

8分間会話をするというものである。毎回，順次二人の新しい相手とべアになって行い

半期かけて半分以上のクラスメイトと知り合えるようにした。もう一つは， Iフレッシュマ

ンプログラム振り返りシート」の記入である。これは，自分の状態について把握し自己理

解や学びを深めさせることをねらって行ったものであり，毎回，講義開始時に「この 1週

間の自分の生活についてJ，講義終了時には「本日の授業の振り返り」を，それぞれ 5分程

度で記入させた。

3. rフレッシュマンプログラム』の教育効果
(1) K i SS-18を用いた効果測定

本研究では， Iフレッシュマンプログラム」の教育効果を把握するために，科目受講前

と受講後に， Kikuchi's Social Skill Scale (KiSS-18;菊池， 1988)を用いて学生による自己評

定を行わせ，これらの得点の比較・検討を行なった。この尺度は 18項目からなり，例えば，

会話のスキル(例:I知らない人とでも，すぐに会話が始められますかJ)，葛藤処理のスキ

ル(例:Iまわりの人たちが自分とは違った考えをもっていても，うまくやっていけますかJ) ， 

関係調整のスキル(例:気まずいことがあった相手と，上手に和解できますかJ)などが含

まれる。「ここ 1ヶ月間(本科目受講後は「現在」とした)のあなたの人との関わり方につい

てうかがいます。以下の文を読んで，今の自分に当てはまると思う数字にO印をつけてく

ださし、」と教示し，それぞれの項目について， 1 Iし、つもそうでなしリー5Iし、つもそうだj

の 5件尺度で評定させた。なお，受講前後で得点を比較するために，記名式で実施した。

(1) -1 K i SS-18の得点の変化

本科目の受講前と受講後の両時点において，効果測定用の質問紙調査に回答した l年生

88名を分析の対象とした。 KiSS-18についての受講前後における信頼性係数 αはそれぞ

れ .88，.86であり，十分に高い値であった。 t検定により受講前後で得点を比較した結果，

受講前に比べて受講後の評定平均値が有意に高かった (t(87)=7.31， p< .01;受講前 M=2.69

(SD= .78)，受講後 M=3.16(SD= .71))。この結果は，本科目が社会的スキルの育成に有効

であることを示唆するものである。

(1) -2 受講前の社会的スキルの得点と本科目の教授効果の関係

ここでさらに，本科目がどのような学生に特に有効であったのかをより詳細に検討する

ために，受講前の KiSS-18の得点により受講生を低群 (M=2.3，SD= .29; n=29) ，中群 (M=2.9，

SD= .11; n=28) ，高群(M=3.6，SD= .35; n=31)に3等分し，それぞれの群の得点が本科目の受

講前後でどのくらい変化したかを比較した。その結果，図 lに示すように，低群及び中群
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における変化が大きいことが分かつた。なお，統計的にも，低群・中群は，受講前後に有

意差(JI慎に，t(28) =-7.45， p< .01; t(27) =・5.91，pく .01)が見られるのに対して，高群では有

意傾向 (t(30) =ー1.72，p< .10)に留まった。高群における上昇があまり見られなかったこと

への解釈のーっとしては，受講前の時点で得点が高いことによって，受講後にそれよりも

高い得点をつけることが困難であるという天井効果が考えられる。しかし少なくとも，本

科目の実施内容が，社会的スキルが低いないしは中程度の学生に対して特に効果的であっ

たことが示唆されたといえる。

4.0 

3.6 

3.2 

2.8 

2.4 

2.0 

(2)学生の感想

3.66 
3.55 .... 
令 H・H・...・ H・..……言:10

2.91 _.，" .， 
E 

受講前

-.， .， .， ~ 3.05 

受講後

一←高群

ー島中群

ー企ー低群

図 l 受講前後における KiSS-18の得点の変化

本研究ではまた， 1フレッシュマンプログラムjにおける問題点の解決や，教育改善のた

めに，学生に「コミュニケーション力の向上に役立った授業内容」および「本科目の感想」

についてのアンケートを行って回答を得た。回答者は最後の講義に出席した 88名であった。

(2) -1 コミュニケーション力の向上に役立った授業内容

学生にとってどういった授業内容が特に役立つのかを把握するために， 1コミュニケー

ション力を向上させるために役立ったと思う授業内容にOをつけてください。(複数選択

可)Jと教示し，表 2に示す選択肢を用意した。集計した結果， Ib.偏愛コミュニケーショ

ンJが役立ったと回答した人の割合は 92.0%と顕著に高く，これ以外では Ih.分かりやす

い伝え方(50.0%)J 1 i. コミュニケーションスタイル(46.6%)J Ij.ストレスについての勉強

(55.7%)J Ik.内側のコミュニケーション(枠組み)の勉強(48.9%)J 11.境界と人間関係につ

いての勉強 (56.8%)Jなどが 5割前後の学生に支持されており，比較的，評価が高い内容

であったことが分かった。

ここで，先に分類した受講前の社会的スキノレの得点(低・中・高群)によって，役立つ授

業内容や課題に関しても何らかの違いが見られるかどうかを明らかにするために，特に評

価の高かった上記六つの授業内容において， 1役立った」と回答した人の割合を比較した(表

3)。それぞれの授業内容や内容ごとにカイ 2乗検定を行なったところ，「j.ストレスにつ

いての勉強JIk.内側のコミュニケーション(枠組み)の勉強Jの 2項目は， 1役立った」と

-111 -



回答した(項目を選択した)人の割合は中群では高く，高群では低い傾向があることが示さ

れた(順に， X2 (2) =7.96， p< .05;χ2 (2) =5.04， Pく .10)。その他の授業内容については，どの

群においても「役立った」と回答した人の割合に有意な差は見られなかった。この理由を

明確に結論づけることはできないが，中群 (M=2.9)はある程度の社会的スキルがあるがし

ばしば他者との葛藤やストレスへの対処の仕方，スキル不足に悩んでおり，そうした問題

を解決したいという欲求と合致した可能性がある。

表 2 コミュニケーション力を向上させるために役立った授業内容や課題(n=88;複数選択可)

(2) -2 

授業内容や課題

a.振り返りシートの記入(毎回)

b.偏愛コミュニケーション(毎回)

c.カードでやりたいこと探し(第 3回)

d.宝地図作成(第 4回)

e.研究室訪問(第 5回・敬語・訪問・ E-mailマナーの勉強)

f.研究室訪問(グループ活動そのもの)

g.研究室訪問の振り返り(第 13回)
h.分かりやすい伝え方(第 7回;図を伝えるワーク)

1.コミュニケーションスタイル(第 8，9回;多様性を知る

勉強)

j.ストレスについての勉強(第 10，11回)
k.内側のコミュニケーション(枠組み)の勉強(第 12回)

L境界と人間関係についての勉強(第 14回)

選 全体に

択 占める

し 害l l口k 

た (%) 

人

数

22 25.0 
81 92.0 
14 15.9 
20 22.7 
39 44.3 
36 40.9 
14 15.9 
44 50.0 

41 46.6 

49 55.7 
43 48.9 
50 56.8 

表 3 受講前における社会的スキルの得点と選択した授業内容や課題との関係

低中高
群群群

授業内容や課題

b.偏愛コミュニケーション
選択あり 27 23 29 
選択なし 2 5 2 

h.分かりやすい伝え方
選択あり 12 16 14 
選択なし 17 12 17 

1.コミュニケーションスタイル
選択あり 13 13 14 
選択なし 16 

J.ストレスについての勉強
選択あり 17 
選択なし 12 

k.内側のコミューケ ションの 選択あり 13 
勉強 選択なし 16 

1.境界と人間関係についての勉強
選択あり 15 
選択なし 14 

注)* : pく .05，十:p< .10 

本科目の感想についての自由記述

本科目の感想については， Iフレッシュマンプログラムの中で，記憶に残ったこと，よ

かったこと，楽しかったこと，今後も続けてほしいことなど，あなたの感想を自由に書い

てください。」と教示し，自由記述形式で回答を得た。その結果，記述が多く見られたもの

は「偏愛コミュニケーション」についてであった。例えば， I共通の趣味を持っている人は
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その話題で盛り上がり，すごく仲良くなり，初めてしゃべる人でも，すごく仲良くなれた」

といった感想が記述されており， I偏愛コミュニケーション」が多くの学生にとって楽しめ

るものであり，実質的な友達づくりやクラスの良い雰囲気作りに資するものとなっている

ことが分かった。その他としては，研究室訪問，第 III期に行った各授業内容，そして科

目全体のことについて， I楽しかったJI良かったJIためになった」など，概ね本科目に対

するポジティブな意見が記述されていた。

(3)教育効果についてのまとめと考察

本科目の教育効果に関して，主な結果を整理すると，次のようになる。第一に，本科目

の受講前後で，社会的スキル測定の指標とした KiSS-18(菊池， 1988)の得点を比較したと

ころ，受講前に比べて受講後の方が有意に高く，本科目が社会的スキルの育成に対する一

定の効果があることが認められた。第二に，受講前の KiSS-18得点によって三つの群に分

けて得点の変化を比較したところ，得点の低いないしは中程度の学生において特に伸びが

大きいことが示され，本科目の実施内容が，社会的スキルが比較的低い学生にとって特に

効果的であったことが分かった。第三に，授業内容に関する学生の評価や感想について検

討したところ， Iストレス」や「自己内対話」などの内面的な思考や感情に焦点を当てた授

業内容，及び「偏愛コミュニケーション」が，学生から高く評価されていることが分かつ

た。

本学で対人関係に苦手意識や抵抗感をもっ学生が多く見受けられることを鑑みれば，

「フレッシュマンプログラム」の果たす役割は大きい。というのは，対人関係に苦手意識

をもっ個人は一般的に，他者との付き合いに関するネガティブな経験やイメージを持って

おり，そうした経験やイメージがあるからこそ，対人コミュニケーションに対して消極的

になる。消極的になることで対人スキルを獲得する機会を逃しやすくなる。すると今度は，

スキルがないために実際の対人コミュニケーションがうまくし、かず，ネガティプな経験や

イメージが膨らんでいく，という悪循環に陥っていることが多い(小田部， 2010)0Iフレッ

シュマンプログラム」の設計における工夫や配慮(例えば，①安全感も保証できる状態をつ

くった上で必然的なコミュニケーションの場をつくる，②行動面から内面的な側面へ目を

向けさせるようにスモールステップを踏みながら無理なく知識を深めさせる，③体験と演

習を組み合わせて取り入れ，重要性や効果を実感しながら学ばせる)が悪循環を予防し，む

しろ個人やクラス全体を好循環に導いたのではないだろうか。ここでいうクラス全体の好

循環とは，本科目を通して段階的にコミュニケーションや社会的スキル獲得の場が提供さ

れることで，個々の学生が対人コミュニケーションやクラスに対するポジティブなイメー

ジを持ち，それによってクラス内での実質的なコミュニケーションも増加する。それが，

仲間と学びを深める経験となったり，新たなスキル獲得の場となるため，さらにポジテイ

ブなイメージを持って活動を展開できるというサイクルである。ただし，以上は筆者らの

解釈であり， Iフレッシュマンプログラム」を通してこうした現象が学生個人あるいは集団

全体の中で実際に起こっていたかどうかについては，今後，更なる実践と研究を通して検

証していく必要がある。

4.今後の課題

今後の課題として，次の三つを挙げることができる。第一に，上記の「役立った授業内
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容」のアンケートにおいて，比較的選択されなかった授業内容や課題については改善する

余地がある。特に，目標設定に関するものや振り返りシートは，自己管理能力の育成や学

びにおける振り返りを習慣づけるものであり，初年次教育としては非常に重要な意味があ

る。第二に，もともと対人コミュニケーション力の高い学生に対しても役立ったと思える

ような授業内容や課題(例:アサーション)を取り入れていく試みも望まれる。第三に，上

記の第一，第二の課題に取り組むためには，学生の社会的スキルが今どのような状態にあ

るのか，さらには授業や日常生活の中でどのようなプロセスを経て成長していくのかとい

った側面を，定量的・定性的な研究・分析を通して，より詳細に把握していくことが重要

である。
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